
 

 

平成 28 年度 公開講座 実施結果 

 

1. 講 座 名：“私”の歴史 ～自伝・ゆくすえ・主体性～ 

2. 開催日時：第 1 回 6 月 18 日（土）、第 2 回 7 月 16 日（土） 

第 3 回 11 月 26 日（土）、第 4 回 12 月 10 日（土） 

3. 開催場所：長久手キャンパス S 棟 S201 教室 

4. 受講申込者：一般受講申込 90 名（修了証授与者 33 名） 

 

＜講座内容＞ 

〇第 1 回   受講者数 219 名（一般と学生） 

 「地域と「私」を書き記す」 

テーマ 講師 

歴史学と私 

————私の地域研究 

大塚 英二 氏 

（愛知県立大学日本文化学部歴史文化学科教授） 

恋に生き旅に生き 

————『とはずがたり』における「われ」 

久冨木原 玲 氏 

（愛知県立大学日本文化学部国語国文学科教授） 

  

〇第 2 回   受講者数 120 名（一般と学生） 

 「歴史とその主体〜“私”が語る・“私”を語る〜」 

テーマ 講師 

世界と時間を語るとき、人はどうなっているのか 福沢 将樹 氏 

（愛知県立大学日本文化学部国語国文学科教授） 

歴史理解の「地平」ということ 宮原 勇 氏 

（名古屋大学大学院文学研究科人文学専攻教授） 

   

 

 



〇第 3 回   受講者数 130 名（一般と学生） 

 「もう一つの歴史 〜アジア・体験・新時代〜」 

テーマ 講師 

記憶の中の日中戦争 

 

樋口 浩造 氏 

（愛知県立大学日本文化学部歴史文化学科教授） 

隣人と出会うとき－私がみた日中関係－ 

 

黄 東蘭 氏 

（愛知県立大学外国語学部中国学科教授） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇第 4 回   受講者数 159 名（一般と学生） 

「未来を読む ～歴史・文化としての占い〜」 

テーマ 講師 

おみくじを読み解くということ 大野 出 氏 

（愛知県立大学日本文化学部国語国文学科准教授） 

民俗における占いの位置 小池 淳一 氏 

（国立歴史民俗博物館教授） 

  

 

 

 

   

 

○ 修了証書授与(吉川地域連携センター長から代表者の方へ) 

 


